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非 下 理 (慶鷹義塾大学総合政策学部教授)
(井 ド) 国立大学の方が多い中で1ったけ私学が入ってきました｡大学､大学教育という言葉を使ったときのイメ-


























































































40というのは､lから5までの5段階評価で､｢強くそう思 う｣か ら ｢まったくそう思わない｣､真ん中の中間点






































中にどこかにある｡そこでは､最初に入学 したときには全然 予想 もしていなかったようなおいしい料理 (授業)と出
会って､自分は最初はこちらを勉強 しはじめたのだけれども､こちらの方に専攻を変えてみようかとか､あるいは本
当は親に言われてここに入ったけれども自分のやりたい科巨=まこれだったんだということを大学の問に見つけて､自












異体的に学 !=j:_は 授業評価でどう良 くなったか､学習能力が Lがってきたのか､教員の側の教育能力が改まをさたれのか｡
そのあたりのお話をお聞かせください｡
(井下) 学/圭は大学に入ったら､授業評価に接 して､少 しずつ成長 します｡授業に対する自分の感想や意見はその
学期の最後に書 くチャンスがあることを知り､そこでしっかり書こうと思 うようになります｡授業に対 し学生は甲に
受け手の出易から見るのではなく､自分も先隼と ･緒に授業を作るという意識が芽生えてくると思います｡学/臣J､そ
ういう意識を持つということは､自分の受けている授業を評価の対象とすると同鳩に､il7/)汗l身の学習行動 も評価の
対象とするという視点が出てくると思いますOそれから､う日日こ何とかしてくださいとか､ほかの先/日まこ う だとか ､

























(井 卜) ゼ ミや研究会というのは人数が少ないO中には1人の受講生の科目もあるのです｡片方で300人以 上二の科
卜~7もあるo Lかもジャンルもばらばらですから､同 じようにできるのかということがありますが､そのためにスター
トしてす ぐ､A4裏表 1枚 ものですか､A4の表には5段階評価で13墳巨=甘藍しました｡その最後に3閏加えてオプ
ション設問を各先生が自分で作れるようにしたのです｡そこで少人数のクラスで自分で合うようにカスタマイズして
やるということになりました｡例えば体育館でやる授業と実験室でやる授業が同じでいいのかということがあります








川卜下) そういう先/臣こけに何か特別のプ ロクラムを提供 Lているということはありませんo Lかし､すべての教
員に向りて､例えは 1学期に lい=まヒテオでメディアセンターが情さ/tJの授業を収録するサ-ビスを無料でLていま
す｡そうすると申L込みがあってそのうIL生の授業をビデオで収録 しその先/日こ後】け -フ)を提供Lます｡できれば3.
0以 卜の聴 日こ是非活用 LてほLいのですか､中には､授業調査のスコアなど低くてら ｢気にしなければ大丈夫だ｣
｢痛 くも棒 くもない｣とおっしゃるう里にもいないわけではありませA.ですが､授業評価のスコアをにらみつつ授業
を改善しようという雰囲気をキ1アンパスでどうやって作っていけるか｡ Lか L､ 一律に低いスコア､例えば3.0以 卜
がいけないと単純に思 ってしまうのは危険だと思います｡授業料ヒ=こよっては､どんな先生が教えても必修科目やオ
ムニバス形式の授業､大教室での授業などはスコアが相対的に低い場合が多いです｡つまり､学生に選ぶ巨=_柄 iない




















授 業 評 価 シ ス テ ム か ら 見 え るもの
個 別 の 授 業 評 価 を 超 え て
結 局 は 個 々 人 の 教 育 能 力
個 人 開 発 と シ ス テ ム 開 発 の 区 別
多 様 性 と 共 通 性 の 共 存
個 性 と 画 一 性 の 並 立
教 員 だ け で は な く 学 生 と 親 展 と の 相 互 性
評 価 と 能 力 開 発
なぜ開発をするのか -･-- -.･凱ミ勺
そもそも開発は可能か - ･･･ 可能性
何を開発するか ･-･- .･･･.･ 対象
経が開発するのか ･=--. 主体
どのように開発するか -･ 方法･方策
開発鰭累をどう確認(観澄ま滴 定 ) し












4 方 法 ト ー )
⑳ 各学期の最終週およびその前週の
授業時間内に-斉に薬施
⑳ 印刷などは事務局で準瀞し､
教員が事務室に立ち寄り
教室へ持参して配布し､
学生が記入､回収して
事務室-直接提出
静 事務室から外部集計会社へ発送
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